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夢は、カウンセリングがごく一般的になり
生活の充実に利用されることです。
大阪扇町のマンションの一室が臨床心理士・松本春花さんの職場

です。ここでカウンセリングを行い、多くの人の悩みや胸の内を聴い

ています。もともとは美術系の高校に通い、イラストレーターやデザ

イナーを志望していたという松本さんが現在の職業を選んだのは、

フロイトなど心理学への興味から。人に興味を持ち、人間観察をして

いるうちに「話すことを通じて誰かの力になりたい」と思ったそうです。

人によって異なる悩みと、その人に対して必要な対応。カウンセ

リングで少しでも笑顔を取り戻してもらうために「毎日が勉強」だ

と言います。実際に松本さん自身、心理療法を学ぶ中で今でも新

しい「自己発見」をすることがあるとか。「100～200種はあるとい

われている心理療法を、必要なものはできるだけ多く習得して活

用したい。将来は、鬱の人に限らず一般の人も上手にカウンセリン

グを利用して生活の充実を図ってもらえたらと、心理的問題の解

決だけでなく、自分を見つめ、前向きになる手段としての心理療

法の未来像を話してくれました。

松本さんはカウンセリングの仕事の一方で、臨床心理士の育成も

職場で行っています。「多くの人と出会い、会話を通じて理解を深め、

そして視野を広げること」。臨床心理士を目指すなら、いろいろなこと

を経験し、物の見方を柔軟にすることが必要だと思っているそうです。

カウンセリングに訪れた人の気持ちが楽になり、つらさが緩和

され、笑顔が戻る。改善の報告を受けることが何よりうれしい「生き

がい」だと言う松本さんは終始、柔らかな笑顔で語ってくれました。

カウンセリング中に使うメモとペン。次回予約の確認などのため、スケ
ジュール帳も必須アイテムです。

臨床心理士
メンタルヘルス業界／

社会的課題を取り上げ、独創的な解決策を検討・実現させる。

政策創造学部政策学科の深井ゼミは、学生たちの自由な発言から始まります。学生

の自立と学生の社会貢献が授業の目的であるという深井麗雄教授の思いを受けて、

ゼミ生がみんな臆することなく忌憚のない意見を交わし合うのが印象的です。

この演習は社会的な課題をテーマに独創的な解決策を見いだし、具体化させ、報

道機関に発表し、実現するまでの経過を全て学生主体で実施。テーマとなる課題は、

例えば商店街の活性化、新しい形の結婚式の提案・プロデュース、東北の被災地支

援、中堅テーマパークの集客施策など多岐にわたります。本年度はすでに、５月のひら

かたパークでの結婚式「ひら婚♪」や、７月の関目商店街での七夕イベント、９月末には

堺で在日外国人の子どもたちに日本文化に親しんでもらうことを目的に小中学生10

人を招き、和菓子作りや茶道体験をする交流イベントなどを実施しました。特に「ひら

婚♪」は本年度で６回目を迎え、ひらかたパークでは恒例のイベントに成長。空中ブラ

ンコからバラの花びらをまく「ローズシャワー」をはじめ、毎回趣向を凝らした企画・演

出が新郎新婦や参列者から好評を博しているそうです。そして来年２月には場所を関

目商店街にも移し、商店街での結婚式「大阪上等ウエディング」を予定。過去に商店街

での結婚式は全国で数例ありましたが、それらは商店街のパレードのみでした。対し

て上等ウエディングは、衣装も引き出物も披露宴も全て商店街を利用。商店街全体の

活性化を図るため、学生たちは一見、結婚式とは無関係に思えるような商店や業種も

参加できるように知恵を絞り、驚くようなアイデアを導き出します。現場の商店街や役

所、警察などとの交渉をするのも、もちろん自分たち。企画を通じてさまざまな苦労や

失敗を経験し、乗り越えることで、社会人としての自立を目指すのです。
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深井麗雄 教授

学生との交流だけになりがちの生活が、このゼミで商店
街や商工会など学外の人とのつながりを得られた。通常
の授業では学べないことだと思うので、ぜひ就活に生かし
て、将来は日本を代表する企業で活躍したいと思います。

辻野光さん（３年次生）

地元・枚方の「ひら婚♪」を知り、興味を持ってこのゼミを選
びました。授業は先生からの一方通行ではなく、自分たちか
ら発信できて、フィールドワーク中心の現場主義。ここでの
貴重な経験を社会に出てからも忘れずに頑張ります。

阪本菜摘さん（４年次生）

さまざまな社会貢献で学外との連携を経験。
創造力とスキルを習得し、社会人としての自立を目指します。

ある1日の
スケジュール

授業は、いつも学生主体。ヒントや
アドバイスは提供しますが、基本的
には自分たちで考えて動いてもら
います。学外の人から注意を受け
たときも、ちゃんと学生自身に対処
させる。そうやって、実社会に触れ
ることで、経済的にも仕事の面で
も自立できる、一人で生きていけ
る人間へと成長してほしいと願っ
ています。

政策創造学部
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5月に実施した「ひら婚♪」の様子

7月に実施した関目商店街での
七夕イベントの様子
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